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１，研究の枠組み 

1-1 研究背景と目的 

近年、都市再生戦略の一つとして、創造都市という考

え方が注目されている。横浜都心部でも、臨海部の歴史

的建造物の減少やオフィスの空室率上昇の課題に対し、

2004 年に最初の創造都市政策が打ち出された。その後の

政策や事業を経て、関内・関外地区を中心にクリエイタ

ーの誘致とその定着が進んでいった。2009 年から始まっ

た「関内外 OPEN！」はクリエイターが集積する創造都

市ならではのイベントの一つである。関内・関外地区に

点在するクリエイターの活動拠点“スタジオ”を一般に

公開する“オープンスタジオ”やクリエイターによる道

路を活用する企画“道路のパークフェス”等、活動の場

を街に広げていくなかで、クリエイター間やクリエイタ

ーと街の人々との交流を創出していると考えられる。本

研究では、関内外 OPEN！の地域交流としての可能性を

明らかにすることを目的に進めていく。 

1-2 研究方法 

文献・Web 等による調査と関内外 OPEN！13 の参加及

び運営クリエイター合わせて 20 名へのヒアリング調査

より、全 13 回でどのように展開してきたのかと関内外

OPEN！13 でどんな交流があったのかを掴み、関内外

OPEN！の効果を探る。 

２，横浜創造都市づくりの概要 

 2004 年「文化芸術創造都市―クリエイティブシティ

ヨコハマ」など創造都市政策のプロジェクトの一つであ

る創造界隈拠点の形成に向けて、BankART1929 やアー

ツコミッション・ヨコハマ(以後 ACY と記載)と公民連携

で歴史的建造物や空きオフィス等の利活用と、アーティ

ストやクリエイターの活動しやすい環境づくりが進んで

いった。 

３，関内外 OPEN！について 

3-1 開催経緯 

クリエイターの集積するビルで、それぞれ自主的に仕

事場を一般公開するオープンスタジオを行う動きがあっ

た。その中で横浜クリエイティブシティ国際会議 2009 を

契機により多くの人々にクリエイターの存在を知っても

らうこと、創造都市政策の成果を示すことを目的に「関

内外 OPEN！」が開催。同日で一斉にオープンスタジオ

を実施した。その後、クリエイター間のネットワーク形

成も視野に入れながら展開され、2021 年に 13 回目を迎

えた。運営は参加クリエイター及び ACY が担っている。 

3-2 開催形式・内容の整理 

関内外 OPEN！の歴代パンフレット及び ACY の HP よ

り概要を調査し、図 3.1 にまとめた。 

開催形式に着目すると、関内外 OPEN！は、7 回目

(2015)以降 11 月 1 週目の土日祝日に開催していること、

参加クリエイター数が５回目(2014)をピークに減少傾向

にあること、その一方で来場者数は近年増加傾向にある

ことがわかった。そのほかに、３回目(2011)で、6 つのエ

リアに分け、エリアごとでのオープンスタジオ期間の設

定や、９回目(2017)以降「フード＆ハイカラフェスタ」等

の周辺地域のイベントとの同時開催から、地域交流の増

進を図る試みがなされていることが読み取れた。 

次にコンテンツに着目する。関内外 OPEN！における

クリエイターと街の人々の交流場所を追うと、スタジオ、

会場施設、屋外空間と変化しており、徐々に誰もがアク

セスしやすい場所に移行していることが分かった。また、

交流パーティーや道路のパークフェス、井戸端会議など、

クリエイター同士の交流の場が毎年設けられていること

がわかった。 

 

図 3.1 関内外 OPEN！概要一覧(2009-2021)(注 1*データなし、注 2**パンフレットよりカウント) 

出典：関内外 OPEN！パンフレット、ACY HP(https://acy.yafjp.org/projects/projects_category/5/)より作成 

開催日時
来場者数

(人)

参加
クリエイ
ター数
(組)

テーマ コンテンツ

1 2009年9月4日(金)～6日(日) * 21 特になし

2 2010 年9月11日(土)、12日(日) 1,380 48 日常を変える48の創造力と出会う

3
[エリア]2011 年9 月～10 月の週末
[コア]11月3日(木)～11月5日(土)

1,500 113** やっぱり、横浜。自由軽妙。

4 2012年10月26日(金)～28日(日) 2,197 198 ー

5 2013年11月1日(金)、2日(土) 3,099 200 訪ねよう！アートとデザインが生まれる街、横浜。

6 2014年10月17(金)～19日(土) 2,709 108 創造都市のスタジオ探訪

7 2015年11月7日(土)、8日(日) 1,278 * 感じよう創造都市、街の文化祭

8 2016年11月5日(土)、6日(日) 2,634 110 日常が祭りになる

9 2017年11月3日(金・祝)、4日(土) 2,912 107 ライフ＆フェス～日常が祭りになる～

10 2018年11月3日(土祝)、4日(日) 3,300 135 ライフ＆フェス～日常が祭りになる～

11 2019年11月2日(土)、11月3日(日・祝) 4,317 74 ライフ＆フェス～日常が祭りになる～

12 2020年11月3日(火祝)～ * 69 さようならクリエイター、こんにちはクリエイティブ (オンライン開催)

13 2021年11月3日(水祝)～11月7日(日) * 50 関内外一丁目

各クリエイターが活動紹介やトー
クセッションの様子等を紹介した。

クリエイターら
の活動拠点を一

般公開し、トー

クセッションや
ワークショップ、

見学会等実施し

た。

飲食しながら
クリエイター

らと自由に交

流した。誰で
も参加できた。

スタッフがガ
イドとなり、

3～6つのスタ

ジオを巡る。
初めて参加す

る方向け。

クリエイター
らがテーマに

対し、10分間

でプレゼン
テーションし

た。 参加クリエイターの
作品集をファイルに

収め、指定会場にて

公開した。

道路活用し、公園の
ように遊べる屋外空

間を創出。ワーク

ショップやオープン
カフェ等を実施した。

動画配信屋外で制作物の展示や
販売、ワークショップ

などを実施した。

1つの机を4.5人のクリエイ
ターで囲み、テーマについて

議論した。

オープンスタジオ 交流パーティー スタジオツアー

デザインピッチ

展示会

道路のパークフェス

出張オープンスタジオ 井戸端会議

https://acy.yafjp.org/projects/projects_category/5/


 

 

４、地域交流の場としての可能性 

4-1 関内外 OPEN！13 について 

13 回目(2021)の関内外 OPEN！はクリエイターが集ま

る町内会「関内外一丁目」をテーマに 5 日間に渡って開

催。会場は旧市庁舎に隣接する 1 つの屋外空間。出張オ

ープンスタジオでは、各クリエイターに 2×2 ㎡を基本

単位とするスペースが与えられ、その中でワークショッ

プ、制作物の展示や販売などが展開された。オープンス

タジオのスペースは日替わりで利用された。井戸端会議

では、テーブルを囲み 4～5 人の参加クリエイター同士

でトークセッションを行った。 

4-2 ヒアリング調査の概要 

関内外 OPEN！13 に参加するクリエイター50 組のう

ち 15 組 17 名と運営及び什器提供として関わるクリエイ

ター3 名に「これまでの関内外 OPEN！の様子」と「関内

外 OPEN！13 に参加した感想」を聞いた。 

4-3 関内外 OPEN！の実態と役割  

 表 4.2 に回答者概要と回答内容を示す。これまでの関

内外 OPEN！についての回答からは、(1a)道路空間を活用

された風景が印象的だったこと、(1b)関内外 OPEN！10

が印象的だったこと、(1c)オンライン開催の課題、(1d)オ

ープンスタジオの来訪者の多くは元々スタジオに興味を

持つ人々であったこと、(1e)オープンスタジオを実施し

ている間は自分の仕事場から動くことが難しかったこ

とがわかった。以上より、オープンスタジオ実施時は参

加クリエイター同士の交流が難しく、またその来訪者は

限定的であったことが考えられる。 

参加感想の回答から、関内外 OPEN！に対して参加ク

リエイターが(2a)自身の活動の発信や交友関係の構築を

実感していること、(2b)ほかの参加クリエイターの活動

様子を知る機会となったと感じていることが分かった。

その一方で(2c)疎外感を与える場面もあったことが分か

った。以上より、関内外 OPEN！がクリエイターや街の

人々が自由に交わるまちの接点として、またクリエイタ

ーの活動発信の場としての役割を持っていると考えられ

る。 

５，まとめ 

以上より、関内外 OPEN！はオープンスタジオの地域

交流における課題がある中で、街の人々へのアプローチ

のしやすさと広がりを持ったコンテンツやクリエイター

同士の交流に焦点を置いたコンテンツを展開していった。

また、調査を通じて関内外 OPEN！は街の人々との自由

な交流やクリエイターの活動の発信の機会となっている

ことが明らかになり、地域交流としての可能性を有して

いると考えられる。 
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図 4.1 関内外 OPEN！13 概要と会場配置図  

出典：関内外 OPEN！13HP (http://kannaigai.yafjp.org/kannaigai13/)より作成 

表 4.2 回答者概要と回答内容 

回答 分類 回答 分類

A まちづくり 11/3（祝） 11/3.6.7 3回目以上 （初参加のため回答なし） ー 活動内容を知ってもらえた。交友関係が広がった。交友関係が深まった。 (2a)

B 保育 11/3（祝） 11/3.5.6 初めて ー ー
クリエイターが集積していることを実感した。交友関係が広がった。交友関係が深
まった。

(2a)(2b)

C 建築・まちづくり 11/3（祝） ー 3回目以上
道路のパークフェスは印象的だった。
公共空間の活用もここまで来たかと思った。

(1a) 交友関係が広がった。交友関係が深まった。 (2a)

D 建築 11/3（祝） 11/3.6.7 初めて （初参加のため回答なし） ー ー

E 舞台芸術 11/3（祝） 11/3 3回目以上 初めて参加した関内外OPEN！10が印象的。 (1b) ー

F
グラフィックデザイ
ン

11/3（祝） 11/3 初めて （初参加のため回答なし） ー 活動内容を知ってもらえた。交友関係が広がった。 (2a)

G ギャラリー運営 11/3（祝） 11/3.4.5.6.7 3回目以上 ー ー 活動内容を知ってもらえた。 (2a)

H クラフト制作 11/3（祝） 11/3.6.7 初めて （初参加のため回答なし） ー ご近所さんのつながりができたのと自分の仕事を知ってもらえてよかった。 (2a)

I
建築・イベント企画
運営

11/3（祝） 11/3.7 3回目以上 ー ー ー

J アート制作 11/4（木） 11/3.4.5.6.7 2回目 関内外OPEN！12のオンライン企画で、ビデオ制作が難しいなと思った。 (1c) 4日は人気がなくまったりしていて良い。3日は人が多くて対応が疲れた。 (2a)

K
シェアオフィス・
オープンスペース
運営

11/4（木） ー 3回目以上
オープンスタジオの来訪者は、関内外に精通した人が多かった。今回は他の人の活動
が見えるのに対し、いままではオープンスタジオで仕事場にいることが多かった。

(1d)(1e）
人々の関係が広がるきっかけの場になっていると思った。いままでは自分のスタジオ
にいることが多かったので他の人の活動が知れるのはいいな。

(2a)(2b)

L 建築・まちづくり 11/4（木） ー 3回目以上 道路のパークフェスは良い風景だと思った。 (1a)
リアルな交流、人と人が偶然知り合っていく町っぽい場所になったのではないかと思
う。また、これを機に新たな広がりが生まれていけたらと思う。

(2a)

M 映像制作・舞台芸術 11/5（金） 11/5.6.7 2回目 関内外OPEN！12のオンライン開催はどこか参加した実感がなかった (1c) 実際に1人1人のプロフィールが見えるのが良い。 (2b)

N
コミュニティスペー
ス運営

11/5（金） 11/5.6.7 初めて （初参加のため回答なし） ー まだわからない。 (2d)

O 舞台芸術 11/5（金） 11/4.5. 2回目 ー ー
アウェイ感があった。あそこに立っている人たちのように立ち話したかったが入りに
くい。普段は関外で活動しているが、関内に知り合いが少ないことを痛感した。

(2c)

P ライティング 11/6（土） 11/5.6.7 3回目以上
オープンスタジオで参加時はトークイベントを企画した。建築やデザイン、スタジオ
の建物そのものに興味ある人が来場した。

(1d) 関内外の人たちと会えるのが嬉しい。情報のキャッチアップにもなった。 (2b)

Q 建築設計 11/6（土） 11/5.6.7 3回目以上
関内桜通りでぺちゃくちゃないとや道路のパークフェスを実施したのが印象的だっ
た。

(1a) イベントっぽくなったことでまちに開いたのではないかと。 (2a)

R ギャラリー運営 11/6（土） 11/6.7 3回目以上
以前のオープンスタジオでは興味本位で近所の人たちが来ることが多かった。あとは
ツアーのひとが来ておしまい。ポロポロ人が来る感じ。

(1d) 久しぶりの人も初めましての人も、みんなの顔を見ることができてうれしい。 (2a)(2b)

S
クラフト制作・
プロダクトデザイン

11/7（日） 11/6 3回目以上
関内外OPEN！10は予算があったのか、いろんなアイデアが出ていた印象。自分も設営
に関わっていたのでよく覚えている。以前のオープンスタジオの来場者は、企画の
ターゲットによって変化があった。子供や女性が多い。

(1b)(1d) 活動内容を知ってもらえた。 (2a)

T
イベント企画運営・
まちづくり

11/7（日） 11/.6.7 3回目以上 （初参加のため回答なし） ー
自分のやっていることを知ってもらえたことによって、今後協力してもらいやすく
なったのではないかと思った。

(2a)

参加した感想これまでの関内外OPEN！について
回答日程 回答者の参加回数

オープンスタジオ
参加日程

業種

開催日時 2021/11/3(水祝)～7（日）
11：00～17：00

場所
関内えきちか広場
(横浜市中区尾上町2-26周辺)

主催 関内外OPEN!13事務局
(公益財団法人横浜市芸術文
化振興財団)
市内で活動するアーティス
ト、クリエイター約50組

共催 横浜市文化観光局

コンテンツ 出張オープンスタジオ
井戸端会議

http://kannaigai.yafjp.org/kannaigai13/(2021/1
http://kannaigai.yafjp.org/kannaigai13/(2021/1
https://acy.yafjp.org/
http://kannaigai.yafjp.org/kannaigai13/

